
　子どもたちは布への色付けに苦戦しながらも、み
んなで協力して完成させる喜びを味わいながら、楽
しく活動していました。

　この『大きな絵』は、各地で制作された絵をつな
ぎ合わせ、令和２年に「世界一大きな絵2020」とし
て発表される予定です。

　この『大きな絵』は、１ｍ×５ｍの布を５枚縫い
合わせて作っています。児童からデザイン画を募集
し、６年生が一つのデザインを作り上げました。
　教職員の協力のもと、下絵描きから入り、両校の
全校児童がコツコツと色付けをし、約半年かけてこ
の度の完成となりました。

　東京オリンピック・パラリンピック開催に向けた
取り組みとして、「世界の子どもたちが、国や宗教・
人種を超えて一枚の『大きな絵』を完成させること
により、共通の喜びを分かち合い、情操を育み、世
界平和に対する意識を育てていく」ことを目的とし
て、北海道教育委員会より本事業への協力依頼があ
りました。福島町では、福島小学校と吉岡小学校の
２校が取り組みました。

「世界一大きな絵2020」
完成！！
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